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1．問 題
高齢者には，心理療法があげられることが少ない。しかし，高齢者には長い
人生の中で培ってきた力があり若い人とは違った治癒力を生かすことも出来る
と最近では考えられるようになった。その中で高齢者の心理療法である回想法
が注目されるようになってきた。
回想は，古くから高齢者にありがちな過去への執着や老化のサインとして捉
えられていた。しかし，Butler（1963）は，高齢者の回想は，「死が間近に迫
っていることを意識することで，自然に生じる普遍的な心理的過程である」と
考え，「過去の未解決な議題に向き合う積極的な役割を持つものである」と高
齢者の回想を位置づけた。Butler の提唱以来，回想法に関する研究は欧米を
中心に進められ，1960年代は個人回想法，1970年代からは主としてグループ
回想法がソーシャルワーカー，臨床心理士，看護師，作業療法士など多くの職
種により行われるようになっている。回想法は技法を大きく分類すると，ライ
フレビューとレミニッセンスの 2種類に分類できる。ライフレビューとは，
心理療法の専門的教育や訓練を受けた聞き手と語り手との 1対 1の対話によ
り，人生の意味や自我の統合を目指すものである。レミニッセンスとは広義の
概念で，自発的な記憶の想起が重要視される。レミニッセンスを，集団療法と
して実施する場合には集団の持つ力，相互作用，参加者相互の関係，個人内の
動きが重要となる。またレミニッセンスは参加者と苦悩を分かち合い，色々な
５９
情報を交換しあい，より望ましい対人関係を形成すること，自己理解を深めて
いくことが可能である。認知症患者には，後者のレミニッセンスを集団療法と
して用いられる場合が多い。
しかし，高齢者がどのように回想を肯定的あるいは否定的に捉え，これが過
去の再評価にどのように影響しているのか，具体的に調べた基礎的な研究は多
くない。太田と上里（1999）は高齢者用回想機能尺度を用いた回想の因子分
析で，積極的回想，否定的回想の 2因子をとりだした。肯定的感情をもつ回
想が多ければ過去に対して肯定的な評価をしやすいと推察される。また，肯定
的回想には高齢者の安定した精神生活が関係すると考えられる。安定した精神
生活が保たれるには，感情を適度に表現すること，発散すること，感情を適当
に処理することなど，感情表出が適切に行われていることがひとつの要件とな
るであろう（中村，1995）。
また，近年の高齢者においては，認知症患者の問題が出現してきている。認
知症患者は，脳の神経細胞の何らかの病変により，記憶をはじめとする機能が
障害されている。認知症の原因疾患は多くに渡り，疾患によって機能障害及び
問題行動などの様相は異なる。現在，治療法の研究が進んではいるものの，完
治する治療法は未だなく，薬物療法や非薬物療法による記憶障害を主体とする
中核症状の進行抑制が最善の策と考えられている。その中で非薬物療法として
回想法が用いられ始めている。
認知症患者の精神機能は，欠落した能力と残存した能力の両者を併せてもっ
ていることが特徴的であり，しばしば，周囲の者は欠落症状に注意が向けら
れ，保持されている知能やパーソナリティの評価はされにくい。しかし，異常
とみえる怒り，不安，困惑についても多くは現在の人間関係など現実生活のな
かに原因を見いだすことができ，一連の心的過程として理解しうることが多い
（竹中，1996）。抑うつ，不安，自尊心，意欲の低下といった感情面の問題が
生じることがある。このため，対人交流や社会参加も乏しくなる。これらは，
問題行動の出現や日常生活の機能の低下だけではなく，QOL（生活の質）の
低下を招くこともある。それゆえ，認知症患者の感情的問題に対するアプロー
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チは，認知症の予後や QOL にとっても大きな臨床的意義をもつ（松田ら，
2002）。それらの対応のひとつとして，回想法は，現在，日本では，認知症患
者に用いられることが多い。
本研究においては，感情表出を適度に行っている高齢者は，肯定的回想を行
いやすく，精神生活が安定するのではないかといった仮説のもとに調査研究と
臨床実践を行った。
また，我々は回想法を臨床場面で行った（太田，2007）。臨床実践を行う前
に基礎的な調査を行い，その結果を臨床場面で応用した結果について言及した
い。認知症患者は，刺激の少ない環境で過ごしやすいことが多い。そのため感
情表出を行う機会が患者にとって少ない。また，スタッフも患者の介助に追わ
れ，患者たちの情動に働きかける機会がなかなか持てない状況にもある。しか
し，それらの困難な状況の中でも，回想法の中でスタッフも患者も感情を表出
することを意識していくことにより，患者の意欲の高まりを喚起できるのでは
ないかと考えた。また意欲の高まりにより，認知症の周辺症状である抑うつや
不安といった症状については，改善していくのではないかと考え，臨床場面で
の研究を行った。
2−1．調査方法
臨床実践をするにあたって，基礎研究として調査を行った。H 県シルバー
カレッジで行った。回答者数は 121名（男性 97名，女性 24名）で，平均年
齢は 66.1歳（標準偏差 3.7），年齢範囲は 58歳から 78歳であった。質問紙
は，1）回想内容，2）回想の質，3）感情表出に関して，その程度を回答する
ように構成した。1）回想内容は野村ら（1998）の研究をもとに，「子育てに
ついて」，「夫婦の生活について」などの項目を用いて作成した。それぞれの回
想内容について，回想頻度を得点化して回答を求めた。2）回想の質尺度とし
て，太田と上里（1999）が作成した高齢者用回想機能尺度を用いた。「回想す
ることで仲間意識をもてる」，「回想することによって過去のよかった出来事を
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確認することができる」など過去の思い出に対しての肯定的な評価，「回想す
ることによって辛い思い出が再び思い出される」，「回想することによって昔の
失敗をくよくよ思い出す」など否定的な評価に関連する内容で構成されてい
る。これらの質問の回答について因子分析を行った。3）感情表出において
は，Riggio（1986）が社会的スキルを一般的なコミュニケーション能力とし
て位置づけ，その個人差を測定する自己報告尺度 SSI（Social Skills Inven-
tory）を作成した。それを榧野（1988）が SSI 日本語版の尺度として報告し
た。主として「私はしばしば大声で笑う」「私は人前で，感情が顔に出てい
る」など，対人関係での感情表出からなる 10項目を使用した。回想の質の各
項目と感情表出との関連については，回想の質の項目ごとに，群間で感情表出
得点の分散分析を行い，差異を調べた。
これらの調査により，臨床実践で行う回想のテーマ内容を検討した。また，
感情表出により肯定的な回想を促すことが出来るかについて，調査により検討
した。
2−2．臨床実践の方法
精神科病院の認知症病棟においてグループ回想法を実践した。対象は平均年
齢 75.1歳の認知症患者 9名であった。男性 4名，女性 5名の計 9名である。
Mini-Mental State Examination（MMSE）で軽度認知障害が 3名，境界域
認知障害が 4名，問題はあるが 24点以上の障害なしが 2名であった。作業療
法士 1名と臨床心理士 2名（臨床心理士 A, B）がリーダーとして回想法を行
った。臨床心理士 A が一般的な回想法のセッションを週に 1回，1時間を 5
週間に渡り 5回のセッションのリーダーを担当した。その後，臨床心理士 B
が週に 1回，1時間を 5週間に渡り 5回のセッションを，回想法のテーマに沿
ったレクリエーションを導入したリーダーを担当した。一般的な回想法とレク
リエーションを導入した回想法の効果について比較，検討を行った。テーマに
ついては，認知症の患者は抽象的な概念については理解が困難なため明確なも
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のとなるように配慮した。その後，5週間セッションを休止し，変化を検討し
た。他者への表情の関心をはかる指標として小海ら（2006）によってプログ
ラミングされた表情認知テストを，介入前，一般的な回想後，テーマに沿った
レクリエーションを併用した回想後，5週間のセッション休止後の計 4回行っ
た。このテストは，患者がパソコンの画面の写真やイラストを見て表示される
表情の内容について判断した。
3．結果と考察
調査研究においては，回想内容で頻度の高いものとして，「両親」，「働いて
いた頃」が上位にあげられた（表 1 括弧内は標準偏差）。
これらは自我関与が大きく働き，回顧される頻度が高いことが見られた。回想
の質の分類として「肯定的回想」「否定的回想」と 2因子を抽出して命名した
（表 2）。
Havighurst と Glasser（1972）は回想の質は，肯定的回想であれば快が，
反対に否定的回想であれば不快となることがあると述べている。調査におい
て，それぞれの感情表出得点の上位 25％を高群，下位 25％を低群，その間
を中間群に分けた。群間で感情表出得点の分散分析を行い，差異を調べた。そ
の結果，感情表出得点の高群は，肯定的回想得点が高かった（表 3 括弧内は
表 1 回想内容の頻度
両親
働いていた頃
故郷
友人
きょうだい
学校時代
自然
子どもの頃の遊び
結婚したとき
食物
2.9（0.71）
2.7（0.87）
2.7（0.91）
2.7（0.74）
2.6（0.76）
2.6（0.84）
2.5（0.91）
2.4（0.85）
2.3（0.76）
2.3（0.83）
昔の行事
夫婦の生活
趣味
子育て
恋人や好きだった異性
戦争の頃
病気したとき
習いごと
衣服
信仰
2.3（0.86）
2.3（0.82）
2.2（0.88）
2.2（0.87）
2.2（0.69）
2.1（0.99）
2.0（0.85）
1.8（0.72）
1.8（0.80）
1.4（0.67）
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標準偏差）。
感情表出の多い高齢者は回想を肯定的に捉え，より強い快感情が生じやすいと
考えられた。また，回想の質の項目と感情表出との関連により感情表出の高い
表 2 回想の質尺度の因子分析結果
回転後 因子負荷量
蠢 蠡 共通性
蠢肯定的回想
仲間意識をもてる
話題を提供することができる
人に話を聞いてもらえる
新しい友人や知人と親密になることができる
人と過去の思い出を分かちあうことができる
懐かしい気分になる
楽しい出来事を思い出して楽しむ
過去のよかった出来事を確認することができる
他の人を励ますことができる
今かかえている問題をいろいろな見方で考えることができる
人間関係ができる
自分のことを他の人に説明することができる
0.74
0.73
0.71
0.69
0.71
0.68
0.65
0.65
0.65
0.65
0.59
0.58
0.45
0.36
0.55
0.43
0.34
0.33
0.34
0.48
0.49
0.47
0.35
0.27
0.56
0.56
0.60
0.58
0.52
0.48
0.57
0.45
0.50
0.56
0.41
0.49
蠡否定的回想
つらい思い出が再び思い出される
あまりいい気分にならない
苦い体験を思い出してつらくなる
他のひとにいやな目にあわされたことを思い出す
昔の失敗をくよくよと思い出す
0.45
0.42
0.38
0.40
0.36
0.85
0.78
0.73
0.68
0.56
0.66
0.51
0.51
0.47
0.40
固 有 値
寄 与 率（％）
累積寄与率（％）
7.52
41.80
41.80
2.01
11.10
52.90
表 3 回想の質と感情表出との関連
感情表出得点 統計検定
低群 中間群 高群 F 値 多重比較
肯定的回想
否定的回想
29.8（7.11）
10.2（3.35）
28.0（7.79）
8.9（3.10）
33.7（7.57）
10.2（3.19）
5.03*
2.37
高群＞低群＊
*p＜0.05
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高齢者は，「新しい友人や知人と親密になることが出来る」，「話題を提供する
ことが出来る」，「懐かしい気分になる」，「他の人を励ますことが出来る」の 4
つの効果がみられた（表 4 括弧内は標準偏差）。これらの結果から感情表出
が高い高齢者は，対人関係で肯定的な回想が促進され，快感情が出現すること
が多かった。感情表出を促すことで回想を肯定的に捉えていた。
臨床実践において，テーマに沿ったレクリエーションを併用した回想法を実
施した。セッションの前には，黒川（1995）の指摘する“参加者の生活史な
どを事前に十分把握し，人生全体の脈絡のなかで，参加者の個々の反応を位置
づけ理解すること”に重点を置いて，名札を作り参加者の過去に関係ある出身
地や職業などの事柄を絵にして貼った。セッション開始時には，スタッフが簡
単な自己紹介を行い，毎セッションスタッフの氏名について，メンバー間の情
報について記憶の再生を促して他者への興味を高めることを意識した。また，
自己紹介時に，調査結果で得られた回想を促しやすい「両親」や「働いていた
頃」についても参加者たちに質問を向けた。セッションの活動中は，参加者の
自主性を尊重し，スタッフは受容的・共感的態度で接するように努めていた。
表 4 回想の質の項目と感情表出との関連
感情表出得点 統計検定
低群 中間群 高得点群 F 値 多重比較
人間関係ができる
苦い体験を思い出してつらくなる
自分のことを他の人に説明することができる
今かかえている問題をいろいろな見方で考えることができる
楽しい出来事を思い出して楽しむ
仲間意識をもてる
人と過去の思い出を分かちあうことができる
将来の計画を立てる
過去のよかった出来事を確認することができる
新しい友人や知人と親密になることができる
話題を提供することができる
昔の失敗をくよくと思い出す
懐かしい気分になる
他のひとにいやな目に合わされたことを思い出す
他の人を励ますことができる
あまりいい気分にならない
人に話しを聞いてもらえる
つらい思い出が再び思い出される
2.2（0.91）
2.1（0.79）
2.3（0.86）
2.3（0.85）
2.6（0.84）
2.2（0.79）
2.5（0.94）
2.0（0.77）
2.3（0.72）
2.3（0.85）
2.4（0.87）
2.0（0.94）
2.7（0.79）
2.3（0.88）
2.0（0.77）
1.9（0.75）
2.1（0.82）
1.9（0.86）
1.9（0.87）
1.7（0.72）
2.1（0.96）
2.2（0.85）
2.3（0.88）
2.2（0.87）
2.3（0.91）
1.9（0.10）
2.1（0.88）
2.2（0.95）
2.3（0.91）
1.9（0.78）
2.6（0.91）
1.9（0.89）
2.0（0.78）
1.7（0.74）
2.0（0.75）
1.8（0.75）
2.3（0.75）
2.0（0.96）
2.3（0.95）
2.5（0.96）
2.6（0.95）
2.6（0.91）
2.8（1.01）
2.2（0.85）
2.4（0.92）
2.8（0.83）
3.0（0.46）
2.1（0.86）
3.2（0.71）
2.1（0.86）
2.7（0.89）
1.9（0.76）
2.2（0.88）
2.1（0.88）
2.24
2.69
1.21
1.31
1.35
2.77
1.97
1.20
1.76
3.74*
6.01**
0.60
5.37**
2.43
7.77**
0.94
0.97
1.79
高群＞低群＊
高群＞低群，中間群＊＊
高群＞低群，中間群＊＊
高群＞低群，中間群＊＊
*p＜0.05 **p＜0.01
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セッション中の状況について述べる。1回目。テーマは「昔の遊び」。リー
ダーが自らおもちゃを使って遊びを表現した。患者の中には身体的に不自由な
参加者もいるため，近くで手元だけ動かせるようなお手玉やけん玉などを使え
るようにした。こまが上手くまわっているときには，非常に喜びの表情を見せ
ることがあった。セッション中に，かくれんぼをしていたことや，当時の家の
状況や両親との様子などを回想され，過去の記憶を思い出し，懐かしむ様子が
見られた。2回目。テーマは「好きだった昔話」。レクリエーションは，リー
ダーが「したきり雀」の紙芝居と，絵本の「一寸法師」について読み聞かせ
た。セッション中に，途中，涙を流す 80代の女性の様子が見られた。昔好き
だった話について「桃太郎」や「花さかじいさん」などを懐かしんで，あげら
れることが多かった。3回目。テーマは「昔好きだったお菓子」。レクリエー
ションはお茶会。リーダーが昔のお菓子を用意し BGM にはクラシック音楽
を流しお茶を立ててレクリエーションを行った。セッションで，好きだったお
菓子については，「飴」と答える人が多く，戦前に生まれた 80代，90代の方
には「贅沢が出来ずあまりお菓子の思い出はない。」と子どもの頃には貧しか
ったといった思い出が語られた。4回目。テーマは「昔唄った歌」。レクリエ
ーションとして合唱をした。リーダーがピアノを弾きながら，昔の童謡を合唱
した。その後のセッションでは「昔よく唄った歌」についての回想において，
90代の男性は，「これは女性の歌だった。」とレクリエーションで唄った歌に
ついて回想法のセッションで話した。戦時中には男性は軍歌しか歌うことが出
来なかったことを語り，悔恨の感情を表現した。5回目。テーマは「昔のお笑
い」。レクリエーションで落語を行った。リーダーが「ときうどん」の演目の
落語を行った。リーダーの落語を見た後，一人の 70代の女性が立ち上がり，
「頭が良いわねぇ」とリーダーまで話しかけ，感想を述べることも見られた。
その後のセッションについては，昔良く観た「お笑い」について，関西の漫才
を働いていた頃に良く見たなどと懐かしんで語った。
表情認知テストにおいては，統計的な有意差はなかったが，テーマに沿った
レクリエーションを導入した回想法のセッション後に正答率が少し上がった。
６６ 高齢者及び認知症患者に感情表出を促す回想法の効果について
人への関心が高まる可能性もうかがえた。
前述のように，レクリエーションを併用した回想法の様子は，普段感情を表
現しない 80代，90代の男性が過去のお菓子や歌について思い出の感情を述べ
ることや，いつも座って動かなかった 70代の女性が立ち上がり臨床心理士に
話しかけ感想を述べることが見られた。また，殆ど回想法の場面で反応のなか
った 80代の男性に拍手の数が増えることなど行動が意欲的なものへと変化し
た。本研究では，リーダー自身がテーマに沿ったレクリエーションを行い患者
へ感情を働きかけるように意識して行った。それらにより，参加者達の情動が
喚起され患者の他者への関心が増し，社会的行動が増えていったと推察され
た。これは，檮木ら（1998）の報告する“多くの参加者に挨拶やおじぎなど
社会的行動がみられた。そこでこうした場を通して認知症患者は明確に集団の
一員として自己の存在を承認された感覚をもつことが出来る”と同様にリーダ
ーが患者へ感情を働きかけることにより，自己の存在について確認出来る場面
となっていたことが考えられる。回想法は黒川（1995）が“認知症患者に比
較的保持されていることの多い意欲や情動面および社会性などが次第に引き出
され，外界に対するより適切な働きかけとなっていった”と報告している。本
研究のテーマに沿ったレクリエーションを併用した回想法をリーダーが実践す
ることにより，保持されていた意欲や情動の機能が，向上していく面が見受け
られた。また不安や抑うつといった認知症の周辺症状が改善されていくことが
見られた。
しかし，回想法を 5週間休止することにより，それらの保持されている意
欲が低下し，情動が乏しくなる面が見受けられた。スタッフによる経過観察に
よると，5週間回想法を中断した後，病棟の患者の状態は，比較的問題行動が
少なかった患者が，トイレの中に顔を突っ込んでしまう問題行動や抑うつ的な
症状を訴えるといったケースが見られた。この結果，認知症患者において回想
法を中断することは患者の意欲の低下を招く危険性が推察された。患者の情動
の安定を保つためには，心理的ケアの継続の必要性が考えられた。
臨床場面において，認知症の障害を持っていても情動の部分は強く残されて
６７高齢者及び認知症患者に感情表出を促す回想法の効果について
いることは見られる。しかし，認知症患者は高齢者が多いため，身体的，精神
的な加齢に伴い機能が衰退していくことに焦点が当てられやすい。そのため，
現在の認知症病棟の高齢者の状況においては，情動や他者への関心を自由に表
現していくことが難しいと考えられる。また，スタッフも日々の患者達への生
活の介助が多忙な現状の中では情動的に患者へ働きかけていくことが困難な実
情がある。しかし，そういった限られた状況の中でもスタッフ自身がレクリエ
ーションの中で患者たちへ感情を表現すること，また，患者が自由に感情を表
現出来るように工夫を示していくことは，他者への関心を示し，肯定的回想を
促し心理療法として患者の意欲を高めると考えられた。また，意欲が高まるこ
とにより，患者の不安や抑うつといった症状は改善されることが考えられた。
今後は，認知症患者へ回想法がより効果的なためには情動を喚起する導入に
どのような手続きが必要とされるか，また患者の他者への関心や情動の認知と
いったことを継続させていくための手続きについて，更なる検討が必要とされ
ると考えられる。
謝辞
本研究の調査に多忙中にも関わらずご協力いただいたシルバーカレッジの職員方，
学生の方々にお礼申し上げます。また本研究に病棟でご協力いただいき，回想法の指
導をいただいた臨床心理士の小海宏之先生と作業療法士の今村徳明先生に感謝致しま
す。また病棟スタッフの皆様そして，本研究にご参加，ご協力をいただいた患者様達
に厚くお礼申し上げます。
文献
相星さゆり・浜田博文・稲益由紀子・尾堂友予・森越ゆか・猪鹿倉武（2001）．老年
期痴呆患者に対して現実見当識訓練（RO）法と回想法を併用した心理的アプロ
ーチの結果 老年精神医学雑誌 12 505−512
Butler, R. N.（1963）. The life review : An interpretation of reminiscence in the
aged. Psychiatry 26 65−76
Erikson, E. H., Erikson, J. M., and Kivinick, H. Q.（1990）. Vital involvement in
old age. New York W. W. Norton & Company.
Haight, B. K.（1995）. The linchpins of a successful life review : Structure,evalu-
ation, and individuality. In B. K. Haight and J. D. Webster（Eds.）, The art
６８ 高齢者及び認知症患者に感情表出を促す回想法の効果について
and science of reminiscing : Theory, research methods and applications 179−
192
長谷川和夫・長嶋紀一（1990）．老人の心理 全国社会福祉協議会
Havighurst, R. J. and Glasser（1972）. An exploratory study of reminiscence. Jour-
nal of Gerontology 27 245−253
榧野潤，広田君美，桑原尚史，浦光博，西田公昭（1988）．会話行動に及ぼす性格特
性および社会的技能の影響──対人的相互作用における会話の研究（11）．関西
心理学会第 100回大会発表論文集 19
Izard, C. E（1977）. Human emotions. New York : Plenum
小海宏之・岸川祐輔・園田薫（2006）．軽度アルツハイマー型認知症者の表情認知に
関する研究 老年精神医学雑誌 17 175
黒川由紀子（1995）．痴呆老人に対する心理的アプローチ 老人病院における回想法
グループ 心理臨床学研究 13 169−179
松田修・黒川由紀子・斉藤正彦・丸山香（2002）．回想法を中心とした痴呆性高齢者
に対する集団心理療法 痴呆の進行に応じた働きかけの工夫について 心理臨床
学研究 19 556−577
Matthews, Sarah（1979）. The Social World of Old Woman. Beverly Hills, CA :
Sage Publications
守屋国光（2006）．老人意識の変動について 日本老年学会総会記録 43 55
中村留貴子（1995）．感情表現とカタルシス効果 児童心理 49 1672−1679
野村豊子（1998）．回想法とライフレビュー：その理論と技法 中央法規出版
太田有希（2007）．認知症病棟の患者に対してテーマに沿ったレクリエーションを導
入した回想法の実践──表情認知テストの変化──．第 10回日本老年行動科学
会 学会抄録集 33
太田ゆず，上里一郎（1999）．高齢者の回想タイプと心理的適応との関連性について
の検討 安田生命．社会事業財団研究助成論文集研究助成論文集 143−151
Riggio, R. E（1986）. Assessment of Basic Social Skills. Journal of Personality and
Social Psychology 51 649−660
竹中星郎（1996）．老年精神科の臨床──老いの心への理解とかかわり 岩崎学術出
版社
檮木てる子・下垣光・小野寺敦志（1998）．回想法を用いた痴呆性老人の集団療法
心理臨床学研究 16 487−496
──太田有希 大学院文学研究科研究員──
──井上 健 文学部教授──
６９高齢者及び認知症患者に感情表出を促す回想法の効果について
